
地域創生科目
グローカル・コラボレーション

（Hawai’i・ハワイ）
2020.2.21-3.1

久保・島村・堤・野口・間瀬
（担当教員：吉富志津代）



日程

2020,2／21〜3／1

8泊10日

前半4日間 マカハファーム

後半5日間 ワイキキ



事前学習 in神戸（1月23日）
・海外移住と文化の交流センター

・中華街

山中速人先生の講義
（岩波新書「ハワイ」の著者）



ハワイ地理情報

https://alohasmile-hawaii.com/sightseeing/oahu/12657/

https://alohasmile-hawaii.com/sightseeing/oahu/12657/


ハワイの歴史

カメハメハ大王 統一王朝

↓
宣教師による西欧化

↓
プランテーション（サトウキビ）へ世界中から労働者として移住

↓
“リゾート地”としてのハワイ



研修１日目

・マカハファーム到着
地域の課題とマカハファームの
取り組みについて

・WAIANAE海岸の見学



研修２日目

・カアラの谷について
・MAKUA空軍演習場



研修３日目

・マカハファームについて
・モウナファームにて作業



研修４日目

・マカハ小学校の生徒との交流
・Farewell Party (ラウラウ作り、フラの鑑賞)



研修5日目

• Aulani－Disney resort&spa
• Hawaii United Okinawa Association

/沖縄出身の移民コミュニティについて

• ハワイ出雲大社

• “SALT”・ウォ―ルアート

• 中華街・イオラニ宮殿・カメハメハ大王像（ハワイ州最高裁判所）
など





研修６日目
• パールハーバー／アリゾナ記念館

• 平和について考えるワークショップ



研修7日目
• パロロ本願寺

／日系人と宗教の関係について、

日系2世の方にお話を伺う

• ハワイ大学－マツナガ平和研究所

／平和研究について学ぶ



研修８日目
・自由行動



課題１
❏観光地化（経済活動の重視）
・自然環境の破壊

・土地や物価の上昇→ホームレスや本土への転出者の増加

経済発展 カメハメハ財団の収益

❏ハワイアン文化
・文化のリメイク・エンターテインメント化

・本物のハワイアン文化が広がっていない

（文化継承者が特定の地域に限られる）

・田舎と都市の分断（温度差）

アウラニディズニーリゾート（ハワイアン文化を取り入れたリゾート地）

文化復興運動



❏ アメリカ本土からの影響

・軍事基地としてのハワイ

→軍事施設からの放射能による健康問題

・アメリカ本土からのホームレスの流入

・観光地化に伴う、アメリカ本土や日本などからの企業の進出

→地価の高騰

課題２



課題まとめ

１．観光地化のメリット、デメリット

・観光地化（特にカメハメハ財団所有地）

→ハワイ経済の底上げ、ハワイアン文化復興への資金獲得

・環境破壊や物価、地価の上昇によるホームレスの増加

２．アメリカ本土からの影響

・軍事基地、放射線問題

・ホームレスの流入



考察

１．観光地の有効活用＝観光開発＋自然のバランス

自然破壊や地価高騰を防ぐ

＋

ハワイ文化復興、継承

観光地と自然のバランスを保ちながら、

観光を活かしたハワイ文化継承活動を活発にさせる



２．知られていないハワイが沢山ある

・ハワイの移民の歴史

・アメリカ本土との関わり

・観光地の裏にある経済格差問題

・先住民と文化継承問題 など

"リゾート地"ではないハワイについて知られる機会が必要
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